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の実装部分ではバグを生み出す元となりかねな

い．この問題を解決するため，LTIや IMS	Security	

Framework の知見を持つ開発者有志がライブラリ

を作成し，GitHub で公開している．対応済みのプ

ログラミング言語は 2022年 3月現在PHP，Python，

Java，Javascript/Node，.NET	で，これらの情報は

前述のLTI	Bootcamp	Materials の一部になっている．

　また，開発者にとってはライブラリを入手してそ

の利用方法を知るだけでなく，ライブラリを用いて

記述された具体的なデモ用プログラムも入手できる

ことが望ましい．デモを動かしながらプログラムを

読み進めることで，ライブラリ内で定義された関数

の呼び出し方法とその際の挙動を合わせて理解で

きる．上記の各種プログラミング言語のライブラ

リにはいずれもデモ用のプログラムが存在し，LTI

の PlatformあるいはTool の機能が実現されている．

デモのための動作環境を用意できたら前述の参照実

装と組み合わせて動かしたり，Blackboard	Learn や

Canvas 等のLMSとともに動かしたりしてLTIの通

信の状態を調べていくのがよいだろう．

 LTI エミュレータ

　IMS	GLCが提供する参照実装に近い位置づけの

ネットワークサービスとして，英国の非営利団体

Jisc	（Joint	Information	Systems	Committee）による

saLTIre（ソルタイア）がある☆5．saLTIreは simulate	

an	LTI	run-time	environment の略として名付けられ

たLTIエミュレータで，Platformと Tool の両方の

動きをエミュレートし，両者の間で行われる通信の

様子を観察する際に役立つ．無償かつユーザ登録不

要で利用でき，特別なソフトウェアのインストー

ルは必要ない．利用者は	saLTIre のWebサイトに

任意のブラウザでアクセスできればよい．saLTIre

は 2021 年 1月のバージョンからLTI	1.3 に対応し，

OAuth2 と JWT（JSON	Web	Token）のセキュリティ

仕様に基づいて動くようになった．LTIをエミュレー

トする機能は IMS	GLCの参照実装とよく似ている

が，saLTIre には

1）すべての機能をユーザ登録なしで使える（IMS	

GLC の参照実装は一部の機能が IMS	GLC

の会員のみに限定される）

2）LTI での Launch に必要な各種の設定項目が，

最初から書き込まれた状態で提供されている

という特徴がある．特に 2）の特徴は，Platform エ

ミュレータと Tool エミュレータを組み合わせて

LTI の仕様の概要を理解しようとする調査の段階

で有用となる．図 -2の saLTIre の利用例では，通

信に必要な“Initiate	 login	URL”や“Redirection	

URI(s)”，“Public	keyset	URL”等の値が，すでに書

き込まれている．これから LTI の仕様を理解し始

めようとする段階の開発者にはこれらの値の意味が

自明でないため，すでに書き込まれた状態であれば

「まず試しに動かしてみる」というアプローチをとり

やすい．

☆5	https://saltire.lti.app/図 -1　参照実装での鍵ペア生成
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-【解説】学習基盤を拡張する国際技術標準 IMS LTI 1.3　第 2 回 LTI 1.3 開発のための資料とサービス -

Interoperability	Advantage	Conformance	Certification	

Guide で開示されている．

 LTI の活用に向けて

　本稿では学習基盤の拡張に用いる技術標準LTIに

ついて，開発に必要となる公式文書やその周辺の

サービスを紹介した．技術標準を用いた教育・学習

のエコシステムを成立させるためには仕様策定者だ

けでなくLMS開発者，教材開発者，教授支援ツー

ルの開発者など，自らのアイディアをシステムとし

て実現する人々の協力が欠かせない．仕様書に加え

て開発の支えになるさまざまな補助サービスが公開

されたことにより，LTIによる連携と教育・学習の

改善が進むことが期待できる．

（2022年 3月 30日受付）

 LTI の適合性試験

　Platform あるいはTool の開発を完了させる際に

IMS	GLCの適合性試験（Conformance	Test）を受け

ることで，自らの成果物がLTIの仕様に準拠してい

ることを客観的に示すことができる☆6．適合性試験

は IMS	GLCの会員になり，専用のWeb サイトに

ログインして行う．図 -3はTool の適合性試験の開

始前の画面の様子を示す．事前準備としてOpenID	

Connect の iss（Issuer	クレーム）やAuth	URL，公

開鍵情報が収められたPlatform	Well-Known/JWKS	

URL等の設定項目を記入し，試験本編の開始後は

• Tool が Launch される際，公開鍵の IDが欠落

していた場合にTool はエラーを表示できるか

• 間違ったLTI バージョンの文字列が渡された

場合にTool はエラーを表示できるか

• タイムスタンプ情報が誤っていた場合にTool

はエラーを表示できるか

等の項目を 1件ずつチェックしていく．適合性

試験の仕様は IMS	GLC の文書 Learning	Tools	
☆ 6	https://www.imsglobal.org/lti-advantage-certification-suite
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図 -2　saLTIre の LTI Platform エミュレータ 図 -3　適合性試験の受験開始画面


